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曹円〆曹，

第 3回ミス七夕コンテストが、 8月 7日の夜、海野町通り の特設ステ

で行われました。今回のコンテストには 、 ヒ田市内はもちろん遠く は佐

長野市などから46人ヵ、参加。 夏の夜にふさわしい浴衣姿の美女が次々に
すると、会場を思めた大勢の見物人から熱い視線が送られていまし た。

結局、今年のミス七夕には伊藤直子さん(20歳、市内新田)と馬場美脊さ
(20;哉、市内天神 1)の 2人カ、選ばれ、 tt品のスクーターなどが贈られまし
(写真上は、審査委員長の石井市長から表彰されるミス七夕の 2人)
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市民の動き

( 8月1日現在)

総人口 113.270人 (+ 113) 

男 55，266人 (+ 27) 

女 58，004人 (+ 86) 

t止帝数 34，283世術 (+ 8) 

( )内は前月比です。
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Z会自総合体育館まもなく完成
えつ広報ー 第 846号号一

「

バレーボール招待試合9月27日(日)

市
民
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ

ー
の
総
合
施
設
「
上
田
市
自
然
運
動
公

園
」
の
最
後
の
施
設
、
総
合
体
育
館
か

ま
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

こ
の
総
合
体

育
館
が
完
成
す
れ
ば
、
昭
和
五
十
一
年

度
か
ら
六
年
計
画
で
建
設
を
進
め
て
き

た
白
然
運
動
公
園
の
施
設
つ
く
リ
が
一

通
り
終
わ
り
、
文
字
ど
お
り

n然
運
動

公
園
が
完
成
し
ま
す
。

同
体
育
館
は
、
総
工
伐
九
億
円
を
か

け
て
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
二
年
計
画

で
建
設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
の
べ
面
和
、

約
五
千
四
行
千
万
パ
の
控
物
で
、
東
日
国

随
一
の
川
崎
快
を
A
F
J

て

い

ま

す

主
i
一
山
晶

体
育
坊
は
二
階
部
分
の
約
千
八
れ
千
ん

ヲ
Q
A
-
A

-」
dv

-
h
b
7
m
r
ue-

総合体育館完成予想図

じ
で
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
な
ら
二
面
、
バ
レ

ー
の
九
人
制
な
ら
二
面
、
六
人
制
な
ら

三
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ら
八
面
、
テ

ニ
ス
な
ら
一
面
の
コ

l
卜
が
と
れ
ま
す
。

三
階
に
は
七
百
三
十
八
席
の
観
覧
席
と

一
周
約
百
六
十
灯
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー

ス
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
身
障
者
の
皆
さ
ん
に
も
ご

利
用
、
ご
観
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
身
障

者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
竺
れ
て
い

ま
す
。

完
成
祝
賀
式
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
招
待
試
合

九
月
二
卜
七
日
川
に
は
、
同
体
育
館

で
午
市
卜
時
か
ら
走
成
悦
円
式
を
行
い
、

急ピッチで進む内装工事

午
後
二
時
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
招
待

試
合
を
行
い
ま
す
。
招
待
試
合
の
内
容

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
観
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

招
待
試
合
チ

l
ム
・
:
全
日
本
女
子
パ
レ

ー
ボ

l
ル
の
新
日
本
電
気
チ
ー
ム
対

富
士
フ
ィ
ル
ム
チ
l
ム
(
予
定
)
、
午

後

0
時
間
場
、
午
後
二
時
試
合
開
始

整
理
券
の
ご
利
用
を
・
:
当
日
の
招
待
試

合
の
川
出
維
を
さ
け
る
た
め
、
九
月
十

八
日
幽
午
前
九
時
か
ら
市
役
所
正
面

玄
関
前
で
、
先
着
順
に
二
千
五
百
名

分
の
整
理
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
差
し
上
げ
る
整
理
券
は
、
招
待

試
合
を
ご
覧
に
な
る
家
族
的
人
数
を

限
度
と
し
ま
す

戸

司
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「
施
設
を
見
る
会
」
に
ご
参
加
を

秘
書
課
秘
書
広
報
係
宮
⑧
4
1
0
0
内
線
2
0
5
・
有
線
②
0
6
3
1

信濃国分寺資料館で説明を聞く皆さん
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『咽凶・h. 

横山さんに

委嘱

人
権
擁
護
委
員
に
横
山
勇
司
さ
ん
(
仁

古
田
・
再
任
)
が
、
八
月
一
日
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
次
の
十
一
名
の
皆
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

砥
石
種
次
さ
ん

(
緑
が
丘
一
)
、
田
口

玲
さ
ん
(
中
央
六
)
、
清
水
幹
崇
さ
ん

(
岩
門
)
、
坂
井
太
賀
美
さ
ん
(
常
国
一
二
、

坂
田
堅
二
さ
ん
(
大
屋
)、
小
出

一
則
さ

ん

(
中
吉
田
)
、
飯
島
英
子
さ
ん
(
築
地
)、

小
泉
義
雄
さ
ん
(
上
小
島
)
、
朝
日
松
司

二人権擁護委員二

9
月
山
日
悩
ま
で
に

お
申
し
込
み
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
「
市
の
施
設
を

見
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
施
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
一
人
で
も
け

つ
こ
う
で
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

定

員

・
:
各
コ

l
ス
と
も
四
十
五
名

締
切
日
:
・
九
月
十
八
日
幽
(
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
秘
書
課
秘

書
広
報
係

さ
ん
(
千
曲
町
)、

小
池
恭
平
さ
ん

(手

塚
)
、
橋
詰
藤
雄
さ
ん
(
鈴
子
)

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
基
本
的
人

権
、
す
な
わ
ち
生
命
、
自
由
お
よ
び
幸

福
追
求
な
ど
の
権
利
が
犯
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
監
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
権
利
が
犯
き
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
と
る
な
ど
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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P 水洗化で快適な生活を

く第21回全国下

下
水
道
は
快
適
な
居
住
環
境
を
実
現

し
、
か
つ
河
川
や
海
な
ど
の
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
う
、
え
で
、

必
要
不
可
欠
な
公
共
施
設
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
普
及
が
た
い
へ
ん
遅

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
下
水
道
盤

備
促
進
と
家
庭
の
水
洗
化
を
進
め
る
た

め
、
毎
年
九
月
十
日
が
「
全
国
下
水
道

促
進
デ
l
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
日
に
ち
な
ん
で
上
田
市
で
も
水
洗
化

促
進
と
下
水
道
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
別
表
の
よ
う
な
行
事
を

計
画
し
ま
し
た
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん

えつ広報一 第 846号46号一

は
一
日
も
早
く
水
洗
化
さ
れ
、
快
適

な
生
活
環
岐
っ
く
り
と
河
川
な
ど
の
汚

濁
防
止
に
ご
協
肉
怯
防
顎
い
し
い
ま
す
。

とやり
v)平多 ま
転 せ
な ん
ど
特 l
75IJ元
企 が
一ーっ
由 __，-
カ屯 に

f 'J: ~ 
ぃ '!;(

11民 の
り d士
、;会

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
三
期
工
事
の

計
画
決
ま
る

市
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
公
共
下

水
道
事
業
に
着
手
し
て
以
来
、
市
街
地

を
中
心
に
順
次
笠
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
す
で
に
第
一
期
工
事
の
市
街
地
中

心
部
は
完

7
し
、
現
花
、
第
二
則
工
事

の
市
街
地
の
東
部
、
西
部
と
卸
団
地
の

箆
備
も
は
ほ
終
わ
り
ま
し
た
。
本
年
度
は

第
三
期
工
事
と
し
て
秋
和
、
常
磐
城
、

塩
尻
、
新
回
な
ど
の
地
区
が
計
画
決
定

し
、
今
年
は
秋
和
地
区
の

一
部
に
着
工

す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

エ
ギ
中
は
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。水

洗
化
普
及

率

八

三

一

%

現
在
、
下
水
道
を
使
用
で
き
る
家
庭

は
六
千
五
百
十
八
戸
で
、
こ

の
う
ち
使

用
申
請
を
し
て
い
る
家
庭
は
五
千
四
百

十
九
戸
で
、
普
放
率
八
三

・
一
%
に
な

り
ま
し
た
。
普
及
率
は
年
々
向
上
し
て

は
い
ま
す
が
、
新
し
く
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
家
庭
も
本
管
工
事
が
進
む
に

つ
れ
て
年
平
均
七
百
戸
ぐ
ら

い
地
加
し

て
い
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
向
卜
し
ま

せ
ん
下
水
泡
使
別
可
能
地
域
で
ま
だ

水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
や
が
業
所

水
洗
化
資
金

上田市公共下水道事業平面図

1-
¥ 

水
洗
化
工
事
は
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は
、
一
日
も
u寸
く
水
枕
化
さ
れ
、
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
と
河
川
な
ど
の
汚

濁
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雑
排
水
は
六
か
月
以
内

便
所
は
三
年
以
内
に

本
管
が
布
設
さ
れ
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
市
条
例
に
よ
り
、

雑
排
水
の
後
続
及
び
し
尿
浄
化
そ
う
の

切
り
皆
、
え
は
六
か
月
以
内
に
、
ま
た
下

水
道
法
に
よ
り
、
く
み
取
り
便
所
の
水

洗
化
は
三
年
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

月日 ff 司王 内 容

市役所と上回保健所の共催で下水道対象区成

9月9日 「下水道と衛生」談予司会
内の自治会婦人部長、衛生部長 120人が出席

して下水道と衛生についての講習会をひらき

ます。

9月10日 広報車による巡回宣伝
市と指定工事庖組合の宣伝カーで市民PRを

します。

9月1日
。水洗化普及相談所開 。市役所下水道謀において水洗化についての |

設 相談をお受・けします。

。下水浄化センター開 。浄化センタ一見学希望の方は申し込んでく
9月20日

放 ださい。
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下水道促進デ一行事予定表

り
ま
せ
ん
し
た
が
っ
て
、
家
の
改
築

や
移
転
な
ど
特
別
の
理
由
が
な
い
限
リ
、

こ
の
期
間
内
に
水
洗
化
し
ま
せ
ん
と
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。市

内
の
河
川
は
、
下
水
道
の
普
及
が

進
む
に
つ
れ
て
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
北
自

の
よ
う
な
澄
ん
だ
川
を
取
り
も
ど
し
ま

!」ト品、「ノ
。

市
で
は
水
洗
化
普
及
専
門
相
談
員
を

置
い
て
、
水
洗
化
促
進
の
た
め
の
こ
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
地
、
借
家
、

経
済
的
な
こ
と
な
ど
何
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

下
水
道
課
宮
⑫

4
1
0
0
内

線

3
5
7
・
3
5
8

水
洗
化
資
金

二
十
五
万
円
融
資

各
自
治
会
で
は
、
水
洗
化
工
事
に
必

要
な
資
金
を
預
金
す
る
村
立
組
合
を
設

立
し
て
い
ま
す
。
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
工
事
の
と
き
に
、
二

十
五
万
円
ま
で
改
造
資
金
の
融
資
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
返
済
は
四
十
八
か
月
返

済
で
利
子
は
八
%
で
す
が
、
こ
の
う
ち

三

・
二
五
%
を
市
で
利
子
補
給
し
ま
す

か
ら
個
人
負
拘
は
四

・
七
五
%
と
低
利

で
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

お
申

L
込
み
は
、
各
自
治
会
の
樹
立
組

合
へ
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は

指
定
工
事
庖
へ

市
で
は
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
水
洗
化

工
事
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
下
水
道

指
定
工
事
屈
を
決
め
、
責
任
を
も
っ
て

工
事
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
指
定
工
事
府
以

外
の
工
事
屈
で
は
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
工
事
庖
に
依
頼
す
る
と
設
計
、

見
和
施
行
、
使
用
開
始
な
ど
の
諸
手
続

き
を
い
っ
さ
い
代
行
し
、
責
任
あ
る
工

事
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
下
水
道
の
排
水
基
準
に
適
合

し
な
い
汚
れ
を
出
す
事
業
所
な
ど
は
、

必
ず
除
害
施
設
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

工 事 庖 名 住 所 定 話

株式会社富島鉄工所 天神2-2-3 側-2655 

株式会社宮下車且 踏入2-1-17 仰 0271

合資会社石井設備工業 天神2-3 -12 倒 - 0302 

株式会社工藤商会 下之郷294-5 側 - 6956 

有限会社田丸工務庖 常磐城6-11-13 (22) - 3412 I 

上野設備株式会社 中央北2-1 -20 側 一 8022

有限会社大屋設備工業 大屋236-20 同 一 0217 I 

株式会社昭和設備工業 中央2-22-16 凶-3911 

株式会社信和 常磐城3-13-17 凶-3310 

{ 呂 1反 管 工 中央5-10-13 側-8091 

唐沢設備工業 住吉1577 凶-2602 

トキワギ水道工事底 常磐城6-9 -10 倒 - 1343 

中央設備工業 常田 2-22-32 (22) - 2853 

ム石g 持R 設 f滞 林之郷331 凶 - 3741 

株式会社 川上 商会 大手2-4 -48 側 一 郎 8 I 

春原建設株式会社 住吉1767 凶 - 7018 

日本ガス水道株式会 社 天神4-28一7 仰，)- 4434 

長野プロパンガス株式会社 国分542 倒-5518 

本州管工株式会社 若久保1543-4 間-1054 

有限会社中村商会 天神 1-6-6 ω-0941 
株式会社城南ガス設備 上田原435 凶 - 5123 

二L 設 {蔚 秋和882-3 ω-6593 I 
三栄工業有限会社 中央東 1-13 凶 1256

北 原 設 {筒 緑が丘2-6 -21 凶-1797 

株式会社トーワ管工 住吉59-2 間-6249 

有限会社宮之上設備 芳田1040 凶-0486 

堀設備株式会社 古里42-5 凶-0521 

有限会社真田設備 住吉689 凶-0102 I 

下水道指定工事庖一覧表

県民手帳(57年版)を予約受付中上田信用金庫常国支底で

税金・水道料金などの支払いが

できます

〈企画調整課統計係官⑫4100内線619>

毎一年、皆さんに級しまれ、ご愛用いただいている

県民手帳57年版の予約受付を始めました。 身近ーな十t!;

報、役立つれートナーとしての県民子l阪は、書きや

すく、見やすい大)f~!J:反です。

頒 価......一時300円

布....

9月 7日から、市の指定金融機闘として、上田信

用金庫常国支庖で税金、使用料、水道料の納入事務

12月ヒ仇j

予約締切日..9 IJ 18日(付

画Eを取り倣うことになりましたのでお知らせします。
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最
近
、
若
年
者
に
シ
ン
ナ
ー
中
毒
が

め
だ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
立
小
諸
療

養
所
長
の
片
桐
隆
先
生
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
非
常
に
嘆
か
れ
、
シ
ン
ナ
ー

中
毒
の
恐
ろ
し
き
を
皆
さ
ん
に
認
識
し

て
い
た
だ
二
う
と
、
こ
の
た
び
論
文
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

え

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
登
場
す
る

通
り
魔
事
件
や
衝
動
殺
人
事
件
と
い
わ
・

れ
る
事
件
で
、
大
H
J
な
役
割
を
は
た
し

て
い
る
も
の
に
党
醒
剤
が
あ
り
ま
す
。

覚
醒
剤
を
常
用
し
て
い
た
た
め
に
、
そ

の
犯
罪
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
事
件
が

多
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
精
神
科
の
医
師
の

立
場
か
ら
み
れ
ば
、
覚
醒
剤
も
麻
薬
も

シ
ン
ナ
ー
も
身
体
の
外
部
か
ら
侵
入
す

る
薬
剤
で
、
精
神
身
体
に
悪
杉
山
智
を
及

ぼ
す
物
質
と
い
う
意
味
で
は
類
似
し
て

い
ま
す
。
人
体
に
及
ぼ
す
損
傷
の
程
度

か
ら
い
え
ば
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

比
較
は
困
難
で

あ
る
が
シ
ン
ナ
ー
が
若
年
者
に
多
く
の

依
存
者
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
点
か

ら
み
て
、
将
来
に
わ
た

っ
て
最
も
重
大

な
版
科
を
残
す
の
は
、
シ
ン
ナ
ー
で
は

な
い
か
と
さ
、
ぇ
思
わ
れ
ま
す
。

つ広報

シ

ン

ナ

ー

の

怖

さ

μ
か
ら
み
て
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
、

中
枢
神
経
系
の
抗
似
で
す
。
吸
引
者
の

ー・・第 846 号号~

大
半
の
脳
波
に
異
常
が
あ
り
、
脳
全
般

に
わ
た
る
委
縮
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
脳
と
心
臓
は

一

度
破
壊
さ
れ
る
と
修
理
の
き
か
な
い
器

官
で
す
。
成
長
期
の
若
者
の
脳
が
損
傷

さ
れ
、
思
考
力
や
記
憶
力
な
ど
重
大
な

精
神
の
機
能
が
破
壊
さ
れ
て
、
以
後
一

生
回
復
し
な
い
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
昨
日
ま
で
の
前
途
あ
る
若
者
が
、

一
朝
に
し
て
落
後
者
と
名
を
変
え
る
こ

と
も
あ
り
、
え
る
の
で
す
。

あ
る
シ
ン
ナ
ー
吸
引
者
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
に
、
ま
さ
に
身
の
毛
が
よ

と
に
か
く
恐
る

べ
き
状
況
で
あ
る
こ
と

に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
恐
ろ
し
い
こ
と
は
、
シ
ン
ナ
ー

吸
引
は
そ
れ
だ
け
単
独
で
発
生
し
て
く

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
犯
罪
や
不

良
行
為
と
合
併
し
て
発
生
し
て
い
る
例

が
多
い
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
シ
ン
ナ
ー
だ
け
を
注
意

し
て
い
て
も
む
だ
か
も
知
れ
な
い
し
、

問
題
が
家
庭
的
、
社
会
的
な
広
が
り
を

も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
直
接
的
な
恐
ろ
し
き
は
、
死

な
影
響
は
、
意
識
、
情
緒
、
知
党
の
変

化
を
生
じ
、
シ

ン
ナ
ー
依
存
が
生
ず
る

な
ど
細
部
を
も
知

っ
た
う
、
え
で
対
策
が

考
え
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
だ
が
、

一
般
社
会
で
は
、
ま
だ
シ
ン
ナ
ー
の
恐

ろ
し
き
は
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と

考
え
、
こ
の
よ
う
に
危
険
性
の
大
き
い

点
を
並
べ
て
み
ま
し
た
。

ン:
./ 

ナ j

予依:
防存;
との j
:.T. 
J口

療!

法
的
に
は
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
が

シ
ン
ナ
ー
中
毒
の
恐
ろ
し
き

だ
っ
恐
ろ
し
い
体
験
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
・
:
ラ
リ

っ
た
ま
ま
家
へ
帰

っ
て、

ひ

お
ふ
ろ
に
入

っ
て
心
臓
麻
療
で
死
ん
じ

ゃ
っ
た・
:
U

「
先
輩
で
歯
が
な
く
な

っ

た
の
が
い
る
。
溶
け
て
チ
ヨ

y
チ
ヨ

ツ

か
っ

と
:
己
「
略
血
し
ち
ゃ
っ

た
人
も
い
る
。

肺
が
溶
け
る
の
・
や
り
過
ぎ
る
子
は
肺

が
溶
け
て
ま
す
よ
:
山

「
死
ん
で
焼
い

た
と
き
、
同
{
向
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
:・遺

骨
つ
か
め
な
い
の
、
キ
ユ
ツ
と
つ
か
む

と
ボ
ロ
ボ
ロ
・
じ
な
と
な
ど
ど
の
科

度
信
し
て
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
か
、

市
長
さ
ん
は
同
和
問
題
を
テ

l
マ
に

国
立
小
諸
療
養
所
長

の
危
険
が
あ
る
こ
と
で
す
。
全
国
で
毎

年
五
十
名
か
ら
七
十
名
く
ら
い
の
死
亡

者
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
は
十
五
歳
か
ら

十
九
歳
の
少
年
が
ほ
と
ん
ど
で
、
明
引

場
所
は
自
宅
と
い

う
の

が
多
く
、
父
母

も
知
ら
な
い
う
ち
に
乱
用
死
し
た
と
い

う
例
も
多
い
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
、

シ
ン

ナ
ー
が
人
間
に
与

え
る

μ特
を
、
ま
こ
と
に
感
党
的
な
尺

皮
で
並
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し

医
下
的
な
出
制
打
し
こ
し
て
、
ト
行
機
{
浴
剤
で

あ
り
、
幻
党
削
て
あ
り
、
川
神
仙
以
f
的

い
ぶ
巡
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の

片

桐

隆
先
生

あ
り
、
施
用
所
持
販
売
が
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
に
頼
る
eνヲ

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
啓
蒙
活

動
は
、
背
少
年
の
心
理

の
動
き
を
十
分

洞
察
し
つ
つ
行
わ
な
い
と
逆
効
果
に
な

り
ま
す
。
乱
用
少
年
の
多
く
が
退
屈
だ
、

ほ
か
に
や
る
こ
と
が
な
い
か
ら
と
答
、え

て
い
る
点
か
ら
、
乱
用
中
の
個
々

の
青

少
年
の
生
き
が
い
を
発
比
す
る
よ
う
配

慮
を
要
す
る
、
い
わ
ば
育
成
活
動
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
さ
ら
に
要
点
は

シ
〆
ナ
|
吸
引
お
の
タ
イ
プ
『
非
行
、

ー

す
か
ら
郎
活
の
万
が
た
に
，
J
え
る
も
の

フ
ー
テ

ン
、
依
存
な
ど
の
刑
L
)

、
病
状
、

吸
引
の
生
態
な
ど
個
々
の
吸
引
者
の
実

態
を
つ
ぶ
さ
に
知

っ
た
う
え
で
適
切
な

相
談
、
指
導
を
行
う
べ
き
で
す
。

い
ず

れ
に
せ
よ
覚
醒
剤
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

の
治
療
、
予
防
と
よ
く
似
た
方
法
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

守

数

J

月
4

・・
J
J
1

・

本

県

σ〉

シ
ン
ナ
ー
乱
用
で
警
察
に
補
導
さ
れ

た
件
数
は
、
年
間
百
六
十
件
か
ら
二
百

三
十
件
で
、
都
市
部
に
多
発
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
有
職
少
年
と
高
校
生
に
吸

引
者
が
多
い
が
、
次
第
に
低
年
齢
化
し

つ
つ
あ
る
こ
と
は
重
大
な
こ
と
で
す
。

今
年
に
入

っ
て
上
回
で
五
件
、
小
諸
軽

井
沢
で
五
件
の
補
導
件
数
が
あ
る
と
い

う
、
あ
ま
り
か
ん
ば
し
く
な
い
傾
向
が

す
で
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
が
特

に
異
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他

都
道
府
県
と
類
似
し
た
様
相
で
あ
り
、

放
置
す
べ
き
で
は
な
い
状
況
に
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う。

前
述
し
た
と
お
り
、
中
根
神
経
系
に

対
す
る
出
向
の
様
子
か
ら
み

て
、
予
防

策
は
い
か
に
早
く
て
も
平
す
ぎ
る
こ
と

は
な
く
、
全
国
的
状
汎
か
ら

い
え
ば
、

む
し
ろ
遅
い
と
さ
え
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

を
い
い
た
か
っ
た
わ
け
で
す



第 846号一一

玉里解のために

-圃直面白陵E童福霊週園

市
長
さ
ん
は
同
和
問
題
を
テ

l
マ
に

「
透
明
の
壁
」
と
い
う
小
説
を
お
書
き

に
な
ら
れ
、
私
も
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
こ
の
書
か
れ
た
動
機
や
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

い
主
足

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
お
読
み
く
だ
さ

っ
た

皆
き
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
批
判
が
あ

り
ま
す
。

「
透
明
の
壁
」
と
い
う
題
を

つ
け
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
差
別
と

い
う
も
の
が
今
は
な
い
よ
う
に
見
え
て

も
た
く
さ
ん
あ
る
、
目
に
見
、
え
な
い
け

れ
ど
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
意
味
で
、

目
に
見
え
な
い
差
別
、
透
明
の
壁
と
い

っ
た
の
で
す
。

一
番
い
い
た
い
こ
と
は
、
人
間
に
変

わ
り
が
な
い
こ
と
、
人
に
変
わ
り
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
部
落
の
人
だ
と

差
別
す
る
、
こ
の
考
え
か
た
、
国
民
の

大
勢
の
そ
の
人
そ
の
人
の
考
、
え
か
た
を

直
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で

す
か
ら
部
務
の
方
が
た
に
訴
え
る
も
の

で
は
な
く
て
、
国
民
大
衆
に
訴
え
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

昔
部
落
の
人
だ
っ
た
、
あ
そ
こ
か
ら

出
た
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
差

別
を
受
け
る
、
長
い
伝
統
に
残
さ
れ
た

国
民
の
差
別
感
か
ら
悲
劇
を
つ
く
っ
て

い
る
、
こ
れ
を
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
小
説
の
中
に
出
て
く
る
ひ
と
り

の
青
年
は
、
こ
の
差
別
は
部
落
の
人
た

ち
だ
け
の
力
で
は
解
決
は
で
き
な

い
、

国
や
県
や
、
い
わ
ゆ
る
国
民
全
体
の
カ

で
環
境
改
善
を
し
て
、
そ
の
う
、
え
で

国
民
全
体
の
考
え
を
直
さ
な
け
れ
ば
だ

め
だ
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
青
年

が
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
い
い
た
か
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
小
説
の
中
で
は
、
差
別
を
表

面
に
受
け
な
い
け
れ
ど
も
、
か
げ
で
差

別
を
受
け
な
が
ら
抗
議
を
し
な
い
、
糾

弾
も
し
な
い
、
ま
あ
泣
き
ね
い
り
に
な

っ
て
い
る
、
ま
た
、
な
か
に
は
同
情
ゃ

あ
わ
れ
み
の
よ
う
な
考
え
方
の
人
も
で

て
く
る

こ
う
い
う
意
味
か
ら
い

っ
て、

こ
の
小
説
は
今
の
特
別
措
置
法
を
維
進

し
て
い
く
意
味
で
、
あ
ま
り
好
ま
し
く

な
い

小
説
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
批
判

を
受
け
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
お
読

み
く
だ
さ

っ
て
話
し
合
い
、
こ
の
点
は

ど
う
だ
ろ
う
か
と
、
問
、和
対
策
の
推
進

の
資
料
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ

だ
と
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

つえ
ず
γ 
ず
ず
γ 
ず
γ 
γ 
ず
ず
ず
γ 
す
ず
ザ
ザ
ず
γ 
ふ すよ同いは‘で私取た
十 がう 和 たとてもりと昭
γJに哲も思 一帯上き和
、f {!;:'と策のつ 何 会げに四
、「 きい事でてか人論、十
γ あっ業す、おと議上四
、「 げつの 。今役しさ回年
γ ても特書かにてれ市に
"( み り別 いら立 問 たの特
γ るで措た十ついわ議 別
1と書置と年こてけ会情
ふ そい法きイ立といていで 置
ふ れたがに前がたすこ法
、ト はの進はにあわがれが
十 だでむ、書れけ 、をで

ず
ず
ず
ず
γ 
ず
γ 
ず
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
ず
γ 
ず
γ 
γ 
ず
γ 
ず
γ 
ず
ず
ず
γ 
γ 
ず
ず
γ 
γ 
γ 
γ 
ず
γ 
γ 
ず
γ 
γ 
γ 
γ 
ず
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
ザ
"( 
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青少年育成推進指導員の

活動にご協力を/

次代を伺 うJf少年が、 心身ともに健全に育成するこ

とは市民すべての願いです。

市では、行少年の健全育成運動が全市的に推進され

ることを願って、青少年育成推進指導員制度を設置し

ていますが、このたび次の16名の方々が、推進指導員

として市長から委噺されました。

この皆さんは、市の青少年行政の計画に従い 、地域

で育成活動の推進や青少年団体 ・クループの育成指導

などにこ協力をいただき、青少年の健全育成や有害環

続排除などの活動が、市民総ぐるみで展開されるよう

な休制つ‘〈 リにお力をいただく皆さんです。

推進指導員の皆さんの活動にご協力をお願し、します。

昭和56・57年度青少年育成推進指導員名簿
(敬称略)

氏 名 自治会名 TEL 

竹内一郎 王ルム玉」 下 24-8586 

菅沼性 一 上塩尻 22-1934 

小金沢明子 常磐町 22-8350 

手塚鉄夫 神 土田 22-5169 

北沢貞子 中 村 22-3705 I 
熊井 日出男 笹 井 有2-5736

関 邦雄 赤 坂 24-1651 

深井盛雄 上小島 38-4895 

児玉一行 平井寺 38-4515 

小 鮒敏二 I甫 野' 31-2577 

西沢昭夫 上室賀 31-8173 

立川賢二 川 辺 町 24-2125 

赤羽亮二 泉 23-8199 

浦原三代子 諏訪部 22-7564 

堀 内 光信 下之郷 38-2582 

田中主計 末広 町 24-3636 

F'r、 門司・・...-'
月!: t._ 
I..j ~ ~ " c， 
¥ モヲ/

マi' þ 、 ~I

¥、')



だ 昭和56年 9片1日一一一一(8)ー

お知らせ
心
身
障
害
者

作
品
展
示
会
と

障
害
者
大
行
進

えつ広報

福
祉
課
宮
⑫

4
1
0
0
内
線
3
7
1

社
会
福
祉
協
議
会
宮
⑫

2
0
2
5

市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
「
心
身
障
害
者
作
品

展
」
と
「
障
害
者
大
行
進
」
を
次
の
と

お
り
計
画
し
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
心
身
障
害
者
作
品
展
〉

と
き
・
:
九
月
十
九
日

ω午
後
一
時
三

十
分
か
ら
同
五
時
、
九
月
二
十
日
刊

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
:
海
野
町
会
館

展
示
内
容
:
:
心
身
昨
害
児
者
の
作
品
展

「
小
、
心
身
障
害
児
者
施
設
の
紹
介
、

ー 第 846号号 一

全国に中継股送されているNHK全国巡
:ロラジオ体操ガ、 8月ア巴の早朝、市営陸
i上競授場で行われましだ。体操ガ始まった
;午前6(1寺30分には、4，000人を超える市民ガ
:集まり、広い会場は人人人ーでいっぱい。
iみんな朝の空気を吸いながら、元気1こラジ
:オ体擦をしきました。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介

応
募
資
格
・
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
心
身

障
害
児
者
の
皆
さ
ん
及
び
心
身
障
害

児
者
施
設
の
皆
さ
ん

応
募
締
切
日
・
・
・
九
月
十
四

H

〈
陣
害
者
大
行
進
及
び
障
害
者
と
市
民

の
ふ
れ
あ
い
広
場
〉

九
月
二
十
日
川
、
障
害
者
の
生
活
圏

を
広
め
る
こ
と
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、
障
害
者
大
行
進

及
び
障
害
者
と
市
民
の
ふ
れ
あ
い
広
場

を
行
い

ま
す
。

当
日
は
、
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
午

後

一
時
三
十
分
上
田
駅
前
を
出
発
し
、

海
野
町
日
叫
広
場
ま
で
行
進
し
ま
す
。

日
曜
広
場
で
は
、
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

を
開
催
し
、
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
、

車
い
す
試
乗
会
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
試

乗
会
、
人
形
劇
、
わ
ら
細
工
、
粘
土
遊

び
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
陣
中
2

4

引の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
の

て
ご
利
用
く
だ
さ
い

224 
人悼
の聾
集 喜
L、皆の

lこえ
11 

ご
参
加
を

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

毎
年
、
東
信
地
区
の
身
体
障
害
者
の

若
人
が
一
堂
に
集
い
、
交
流
す
る
「
若

人
の
集
い

」
が
、
今
年
は
上
田
市
民
の

本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
集
い
は
、
東
信
地
区
の
各
都
市

身
障
協
会
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
相
互

の
税
睦
を
は
か
り
、
明
朗
快
活
な
柏
神

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き

:
・
九
月
十
三
日
川
、
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
の
森

「わ
し
ば
山

荘」

申
込
方
法

ハ
カ
キ
に
「住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
障
害
名
、
等
級
、
職
業
、
五

話
番
号
」
を
記
入
し
て
、
一
柄
祉
課
(
一T

3
8
6

上
岡
市
大
手

一
i
一一

1

一

六

上

田
市
役
所
福
祉
課
)
へ

お

送
リ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

一屯
話
で
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
・
・
・
九
リ
ト
H
山
川
ま
で

そ
の
他

・
①
参
加
折
の
川
町
食
は
本
備
し

ま
す
(
参
加
代
無
料
)
②

U
U
は
駅

前
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
滋
迎
を
し

ま
す

の
で
、
利
用
さ
れ
る
'M
は
駅
前

の
交
番
前
へ
午
前
九
時
ま
で
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

上
岡
市戦

没
者
追
悼
式

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

昭
和
五
十
六
年
度
上
田
市
戦
没
者
追

悼
式
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
ご
遺
族

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

大
勢
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

な
お
、
迫
悼
式
終
了
後
、

引
き
続
き

辿
族
会
に
よ
る
上
回
市
戦
没
者
追
族
大

会
が
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と

き

・
:
九
月
三
十
日
附
午
前
十
時
三

十
分
(
十
時
二
十
分
ま
で
に
ご
着
席

く
だ
さ
い
)

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

身
体
障
害
者
目
議
員
に

精
神
薄
弱
者
本
一

E

お
気
軽
に
ご
相
談
を

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

心
身
に
降
五
を
も
た
れ
て
い
る
皆
さ

ー
夜
明
け
に
向
か
っ
て

ん
や

こ
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩
み
ご
と
や

心
配
ご
と
な
ど
が
あ
リ
ま
し
た
ら
、
ぶ

表
の
相
談
員
の
皆
さ
ん
に
お
れ
特
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

(敬称、聞き)

委託者 氏名 (主 所 (自治会名) 電話

l県 大島かめよ 小泉53 (小泉) 23-8249 

1/ 金井勘治 踏入2一13-2 (踏入) 22-5214 

1/ 熊井英一郎 中央西2寸3-16(下紺屋町) 23-0634 

11 矢島良造 大屋204 (大屋) 36-2131 

市間宮けさ子 中央3-2 -22 (原 町)

1/ 村山忠夫 下之郷350-1 (下之郷) 38-3179 

精神薄弱者相談員(敬称略)

委託者 氏名 1主 所 (自治会名) 電話

見L 笠原正太郎 神畑821-6 (神畑) 22-4825 

11 小林 功 上回1，402 (蛇沢) 22-7574 

11 1.1孟入敏明 古安曽1，024-1(鈴子) 38-4326 

11 ì屯 II~ 一栄 上室1¥:1，820-2 (上室t:ll 31-3068 
ー+

11μe也院・(1い、 元大屋235-5 (大屋) 35-0164 
4ド町

11 中村 均 l大手2-6 -28 (大手町) 22-5664 

一

身体障害者相談員
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H
H
夜
明
け
に
向
か
っ
て

歩
く
会

l

あ
な
た
も
体
力
の

限
界
に
挑
み
ま
せ
ん
か

塩
田
公
民
館

宮
(⑩

6
8
8
3

塩
田
地
区
青
年
団
で
は
、
次
に
よ
り

「
第
七
回
夜
明
け
に
向
か

っ
て
歩
く
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
行
事
は
「
日
ご
ろ
の
ク
ル
マ
中

心
の
生
活
か
ら
飛
び
出
し
、
歩
く
原
点

に
立
ち
返
り
、
人
と
人
と
の
出
合
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
自
己
の
限
界
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
/
」
を
テ
ー
マ
に
、
昭

和
五
十
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

あ
な
た
も
、
自
己
の
体
力
に
挑
み
な

が
ら
、
自
然
の
雄
大
き
を
タ

ッ
プ
リ
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
:
九
月
十
二
日
出

i
十
三
日
間

雨
天
中
止

集
合
時
間
:
・
九
月
十
二
日
出
、
午
後
七

時
ま
で

集
合
繊
所
:
・
別
所
温
泉
・
相
染
間
前

コ
l
ス
:
・
塩
田

i
丸
子
(
予
定
)
、
全
長

約
四
十
同

参
加
資
格
:
・
中
学
生
以
上
(
た
だ
し
、

小
学
生
で
も
親
子
同
伴
な
ら
参
加
で

き
ま
す
)

参
加
費
:
・
二
百
円
(
レ
ク
リ
エ

l
シ
ヨ

ン
保
険
加
入
の
た
め
)

持
ち
物
・
:
雨
具
、
軽
食
、
懐
中
電
燈

申
込
方
法
・
:
ハ
ガ
キ
に
「
参
加
者
の
氏

だえつー (9)一一一ー昭和56年 9月1日 広報

名
、
住
所
、
年
齢
、
連
絡
先
」
を
記

入
し
、
指
祖
国
公
民
館
(
〒
3
8
6
1

1
3

上
田
市
大
字
中
野
二
O
番
地
)

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電

話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

上
水
道
主
任
技
術
者

資
格
試
験
を
実
施

水
道
局
業
務
課
庶
務
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
0
3

市
水
道
局
で
は
、
次
に
よ
り
上
水
道

主
任
技
術
者
資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

資
格
・
:
五
年
以
上
給
配
水
工
事
業
務

に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人
、
ま
た

は
八
年
以
上
管
工
事
業
務
に
従
事
し

た
経
験
の
あ
る
人

受
付
期
限
・
・
・
十
月
五
日
間
ま
で
に
水
道

局
業
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
・
・
・
主
任
技
術
者
資
格
試
験
願

(
業
務
課
に
あ
り
ま
す
)
、
履
歴
書
、

住
民
票
抄
本
、
経
歴
証
明
書
、
顔
写

真
二
枚
(
縦
三

m
×
横
二
・
五

m
)

試
験
日
・
場
所
・
:
十
一
月
四
日
制
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
市
役
所
南
庁
舎
五

階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

受
験
範
囲
・
・
・
水
道
に
関
す
る
法
律
全
般

と
技
術
全
般
の
筆
記
試
験
と
し
ま
す
。

受
験
手
数
料
・
:
千
円
(
申
込
時
に
お
納

め
く
だ
さ
い
。
)

新
増
築
の
家
屋
評
価
に

ご
協
力
を

資
産
税
課
家
屋
評
価
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
7

新
築
な
ら
び
に
増
築
し
、
今
年
の
一

月
二
日
以
降
に
完
成
し
た
家
屋
は
、
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

市
の
資
産
税
課
で
は
、
こ
れ
ら
の
家

屋
を
評
価
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

該
当

の
お
宅

へ
係
員
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

訪
問
し
た
際
は
、
適
正
な
評
価
を
行
う

た
め
家
の
周
囲
を
巡

っ
た
り
、
各
部
屋

の
立
入
り
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
変
ご
迷
惑
と
は
思
い
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

留
守
宅
な
ど
で
調
査
の
で
き
な
い
お

宅
に
は
、
文
書
を
置
い
て
き
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
も
係
へ
返
信
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
皆
さ
ん
方
の
都
合
に
よ
り
、

評
価
期
日
を
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
特
別

な
事
情
が
あ
り
ま
し
た
ら
資
産
税
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

婚
約
中
の
皆
さ
ん

「
結
婚
セ
ミ
ナ
ー
」
に
ご
参
加
を

上
田
保
健
所
で
は
、
結
婚
を
控
え
た

お
二
人
に
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
踏
み
出

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
結
婚
セ
ミ
ナ

ー
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

婚
約
中
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

対
象
者
・
:
婚
約
中
の
男
女

と
き
:
・
九
月
十

一
日
樹
、
十
八
日
幽

の
二
日
間
。
時
聞
は
、
い
ず
れ
も
午

後
六
時
か
ら
八
時
三
十
分
。

と
こ
ろ
:
・
婦
く
婦
人
の
家

機
械
編
技
術
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家

宮
(
⑫

2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
内
職
援
助

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
次
の
と
お
り
機

械
編
技
術
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

受
講
を
希
望
き
れ
る
方
は
、
働
く
婦

人
の
家
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
結
構
で
す
。

対
象
者
・
:
市
内
に
住
ん
で
い
る
婦
人
で

初
心
者
に
限
り
ま
す
。

募
集
期
間
・
:
九
月
十
日
嗣

i
十
二
日
出

と
き
:
・
十
月
中
の
休
館
日
な
ど
を
除

く
十
六
日
問
、
午
前
九
時
i
午
後
三

+守

と
こ
ろ
:
働
く
婦
人
の
家

受
講
料
・
・
・
無
料

定
員
:
・
十
五
名
(
応
募
者
多
数
の
場

A
口
は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

そ
の
他
・
:
機
械
は
、
婦
人
の
家
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

l
N
H
K
学
園

社
会
通
信
講
座

1

同
年
度
秋
の

受
講
生
を
募
集

N
H
K
学
園
社
会
通
信
教
育
係

官

0
4
2
5
⑫
3
1
5
1

N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
五
十
六
年

度
秋
の
「
社
会
通
信
講
座
」

の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
ー

ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅

に
い
な
が
ら
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間

に
、
自
分
の
ぺ

l
ス
で
学
べ
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

講
座
は
「
書
道
」
「
硬
筆
」
「母
と
子
の

硬
筆
」
「
簿
記
」
「
俳
句
」
「文
章
」
「
絵
画
」

「
囲
碁
」
「
英
語
」
「
国
語
」
の
十
講
座
二

十
九
コ
ー
ス
で
、
自
分
の
力
量
に
適
し

た
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
学

習
が
終
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て

お
り
、
受
講
者
の
学
習
の
進
み
方
に
応

じ
て
調
整
で
き
る
よ
う
に
と
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

受
講
案
内
ご
希
望
の
方
は
、
「一
T
一
八

六

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二

l
三

六

N
H
K
学
園
社
会
通
信
教
育
係
」

へ
、
ハ
ガ
キ
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
座
の
開
講
は
十
月
で
、
受

付
は
九
月
三
十
日
附
ま
で
で
す
。
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ー
一
日
生
活
教
室
H
H

今
回
の
テ

l
マ
は

グ
食
品
の
安
全
性
4

上
回
消
賃
金
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑮
0
9
8
8

庖
頭
に
は
、
豊
か
な
品
数
の
食
品
が

並
び
、
ど
れ
も
美
し
く
、
お
い
し
そ
う

で
す
が
、
気
に
な
る
の
は
安
全
性
の
問

題
で
す
。

な
か
で
も
、
食
品
添
加
物
は
現
在
三

百
三
十
四
種
類
許
可
さ
れ
、
普
通
の
食

事
を
し
て
い
て
も
、
七
十

1
八
十
種
類

の
食
品
添
加
物
を
摂
取
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
過
酸
化
水
素
は
、
弱

い
発
ガ
ン
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
た
め
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
代
わ

っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
プ
ロ
ピ

レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
に
使
用
基
準
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
二
日
生
活
教
室
」
で
は
、

私
た
ち
は
食
品
添
加
物
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、
ど
の
よ
う
に
食
品
を
選
ん
で
い

っ
た
ら
よ
い
か
考
、
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ

の
う
え
、
ご

聴
講
く
だ
さ
い
。

と

会

九

月
十
八
日
樹
、
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

えつ広報一 第 846号

と
こ
ろ
・:
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
教

室
テ
l
マ
:
・
食
品
の
安
全
性

構
師
:
・
東
京
都
立
立
川
短
期
大
学
教

授

吉

田

勉

先

生

る
金
額
に
よ
っ
て
税
額
が
異
な
る
も
の

と
が
あ
り
ま
す
。
納
税
の
仕
方
は
、
印
紙

税
の
か
か
る
文
書
を
作
成
し
た
人
が
、

そ
の
文
書
に
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印

紙
を
は
り
、
文
書
と
印
紙
の
両
方
に
か

か
る
よ
う
に
消
印
し
て
納
め
ま
す
。

印
紙
税
の
か
か
る
文
書
か
ど
う
か
は
、

文
書
の
標
題
や
名
称
に
関
係
な
く
、
そ

の
内
容
に
よ
っ
て
判
断
し
ま
す
が
、
印

紙
税
は
間
違
い
や
す
い
の
で
、
遠
慮
な

く
税
務
署
・
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

な
お
、
間
違
っ
て
印
紙
税
の
か
か
ら

な
い
文
書
に
収
入
印
紙
を
は
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
過
大
な
額
の
収
入
印
紙
を
は

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
文
書

を
税
務
署
へ
提
示
し
て
還
付
の
請
求
の

手
続
き
を
す
れ
ば
、
誤
っ
て
納
め
た
印

紙
税
額
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

郵
便
局
の

窓
口
時
聞
が
変
更

上
田
郵
便
局

宮
⑫
0
0
7
7

上
回
新
町
局
、
上
回
大
手
局
、
上
田

房
山
局
、
上
回
常
入
局
、
上
田
駅
前
局
、

上
回
三
好
町
局
、
神
科
局
、
上
本
郷
局
、

富
士
山
局
、
西
塩
田
局
、
室
賀
局
、
国

分
局
、
豊
里
局
、
上
塩
尻
局
、
上
回
緑

ケ
丘
局
、
上
回
材
木
町
局

雇
用
促
進
住
宅

「
丸
子
宿
舎
」
の

入
居
者
を
募
集

上
回
公
共
職
業
安
定
所

宮
⑫
6
3
6
3

宿
舎
の
所
在
地
・
・
・
丸
子
町
大
字
腰
越
字

六
反
田
一
四
三
九
|
三

宿
舎
の
広
さ
:・三
D
K
(
六
畳
、
六
畳
、

四
・
五
畳
、
パ
ス
、
ト
イ
レ
付
き
)

家
賃
な
ど
・
:
家
賃
二
万
二
千
百
円
、
共

益
費
二
千
三
百
円
、
合
計
二
万
四
千

四
百
円

入
居
資
格
:
・
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
で
あ
る
こ
と

①
移
転
就
職
者
ま
た
は
上
記
以
外
の
就

職
者
で
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
人
(就

職
決
定
者
ま
た
は
就
職
中
の
人
に
限

る
)

②
同
居
の
親
族
が
三
人
以
上
あ
る
こ
と

①
家
賃
及
び
共
益
費
の
支
払
い
能
力
が

あ
る
こ
と
(
月
収
が
家
賃
及
び
共
益
費

の
合
計
額
の
五
倍
以
上
あ
る
こ
と
)

④
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

欠
格
要
件
・
:
雇
用
期
聞
が
一
年
未
満
の

入
、
自
営
業
者
及
び
失
業
中
の
人
は

入
居
で
き
ま
せ
ん
。

貸
与
期
間
:
・
一
年
未
満
(
た
だ
し
、
止

む
を
え
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、

更
に
一
年
未
満
に
限
り
延
長
)

入
居
開
始
時
期
:
・
今
年
の
十
二
月
ご
ろ

の
予
定

申
込
先
・
・
・
上
回
公
共
職
業
安
定
所
ま
た

は
丸
子
町
役
場
商
工
観
光
課

領
収
書
や

契
約
書
と
印
紙
税

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、
受

け
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
文
書
の
な
か
に
は
、
売
買
契
約
書
を

は
じ
め
借
用
書
、
領
収
書
、
手
形
、
商

品
券
、
株
券
、
預
金
証
書
、
地
代
・
家

賃
通
帳
、
委
任
状
な
ど
の
よ
う
に
、
印

紙
税
の
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
印
紙
税
の
最
低
税
額
は
二
百
円

で、

預
金
証
書
や
委
任
状
な
ど
の
よ
う

に
一
通
ま
た
は
一

冊
ご
と
に
定
額
の
も

の
と
、
売
買
契
約
書
や
領
収
占
な
ど
の

よ
う
に
、
そ
の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い

こ
の
八
月
三
十
一
日
か
ら
郵
便
、
電

報
、
電
話
の
窓
口
取
り
扱
い
時
聞
が
、

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

〈
取
り
扱
い
時
間
〉

平
日
:
・午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

土
曜
日
・
午
前
九
時
か
ら
午
後

O
時
三

」
1

分
ま
て

〈
変
更
と
な
る
局
v

中
電
料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
郵
電
力
上
国
営
難
所

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
-
R

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
・
:
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
第

一
・
第
三
木
曜
日

(
A
コ
ー
ス
・

六

回
)
と
第
二
・
第
四
木
曜
日

(B
コ

ー
ス
・
六
回
)
の
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
中
部
電
力
上
国
営
業
所
東
館

料
理
教
室

会

費

:
・
材
料
代
と
し
て

一
回
四
百
円

程
度

定

員

:・各

コ
ー
ス
と
も
二
十
四
名
へ
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
)
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勤労青少年ホームの

教養講座・サークル活動にどうぞ

勤労青少年ホームでは、働く 29歳

までの方を対象に下表に より教養講

座、サークル活動の受講生、クラブ

員を募集し ます。

受付期限・・・10月3臼(封

受付場所・・・勤労青少年ホームへ必ず

来館(午後 1時一 9時)の

うえ、受講料を添えてお

申し込み ください。
お問い
合わせ・・・勤労青少年ホーム宮⑫7117

講

午後 1時から 9時までの

聞にお願いします。

座 名 コース

絵画教室

期 問 受 講 料 備 考

料 理 月 ・火 ・水 10月-3月 全期間 1，500円
材料費月額 1，000円
家庭料理

茶 道 火 11 11 3，000円 菓子代 月 500円

絵 画 火 11 11 2，000円

木 彫 7}く 11 11 2，000円

和 裁 火・金 年 間 月 額 2，000円

レザークラフト 火 11 11 2，000円

七 宝 焼 火 10月-3月 11 1，000円 材料費 1回 500円

琴 木 年 間 11 2，000円 山田流

民 踊 月 11 11 1，000円

一一サークル活動(クラブ員募集)一一

。吹奏楽(月曜日 @ギターマン ドリ ン(木曜日 )

@混声合唱(木曜日) (Q)手話サークル (金曜日 )

。ボランティア、くわのみ (木曜日 ) (Q)卓球 クラブ (火曜日 )

。空手クラブ (水曜日 ) (Q)バレークラブ (月曜日 )

。パスケ ットクラブ(金曜日 ) (Q)ノ〈ドミ ン トンク ラブ(月曜日 )

@軟式テニスクラブ(金曜日 ) (Q)アーチェリー クラブ(水耐日 )

@硬式テニスクラブ及び同好会 (日曜日 )
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(
七
月
三
十
一
日
現
在
)

次
め
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

、j
 
ノ

宮
島
正
衛
さ
ん

花
田
金
蔵
さ
ん

(材
木
町
一
丁
目
)
材
木
町

関

余

全

さ

ん

(常
国
二
丁
目
)

上

常

田

宮

原

為

次

さ

ん

金

剛

寺

小
平
信
吉
さ
ん

(
踏
入
二
丁
目
)

踏

入

浜
村
幸
一
さ
ん

(
常
磐
城
二
丁
目
)
新

町

真

島

実

恵

さ

ん

院

内

西

沢

磐

さ

ん

上

室

賀

児
玉
た

け

き

さ

ん

御

所

前

山

信

作

さ

ん

分

去

底

入

敏

郎

さ

ん

平

井

寺

内
海
治
雄
さ
ん

(
締
が
丘
一

丁
目
)
新

屋

井

口

広

吉

さ

ん

上

塩

尻

関
口
誠
一
郎
さ
ん

(常
国
二
丁
目
)

中
村
き
み
い
さ
ん

森
原
み
つ
江
さ
ん

前
所
ふ
で
の
さ
ん

えつ広報一 第 846号

ポi下上下
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四
六

小
林
六
雄
さ
ん

(中
央
四
丁
目
)

山
田
つ
る
よ
さ
ん

(中
央
六
丁
目
)

宮

沢

始

さ

ん

(常
国
一
丁
目
)

南
部
き
ち
さ
ん

松
崎
富
治
郎
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

前

回

き

よ

さ

ん

下

之

条

成

沢

ゆ

り

さ

ん

中

吉
田

松

沢

い

く

さ

ん

院

内

新
井
昭
治
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新
屋

村

団

長

治

さ

ん

大

屋

高

沢

じ

つ

い

さ

ん

大

屋

荻

原

て

る

さ

ん

笹

井

塩

崎

元

さ

ん

畑

山

宮
坂
善
子
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

関

光

平

さ

ん

鈴

子

斉

藤

房

雄

さ

ん

院

内

青
木
と
よ
さ
ん

(大
手
一
丁
目
)

大

手
町

山

内

昌

之

助

さ

ん

院

内

小

宮

山

康

子

さ

ん

上

塩

尻

飯
田
孝
司
さ
ん

(大
手
一
丁
目
)

大

手

町

柳

沢

早

織

さ

ん

御

所

清

水

三

郎

助

さ

ん

伊

勢

山

山
浦
二
郎
さ
ん

川
辺
町

徳
山
千
代
子
さ
ん

(
天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

清
水
茂
象
さ
ん

相H愛
宕
町

中
常
国

小

牧

八八八
七 O

七。六一六七八二八一六八五九六
八
八
二

九 六 七七
二二九乙

町

(中
央
六
丁
目
)

久

保

封

さ

ん

上

原

鈴

さ

ん

安
藤
芳
人
さ
ん

滝
沢
な
み
さ
ん

淵
田
き
よ
み
さ
ん

神
津
里
う
さ
ん

上
野
米
蔵
さ
ん

宮
島
重
治
さ
ん

高
橋
加
代
子
さ
ん

(
繰
が
丘
二
丁
目
)
緑
が
丘
北

春

原

三

四

き

ん

築

地

柳

沢

多

一

郎

さ

ん

蛇

沢

柳

沢

崇

さ

ん

小

井

田

大

沢

康

人

さ

ん

小

泉

北

原

倍

さ

ん

石

神

ー
市
の
条
例
で
規
制

l

モ
ー
テ
ル
ま
が
い
の
建
築
物

市
は
、

「
上
田
市
旅
館
業
を
目
的
と

一
し
た
建
築
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
(
昭

一
和
五
十
三
年
七
月
十
五
日
施
行
)
を
制

一
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成

一
や
善
良
な
市
民
生
活
の
環
境
に
好
ま
し

一
く
な
い
旅
館
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
を
規

一
制
し
た
も
の
で
、
明
る
く
健
康
な
生
活

環
境
の
維
持
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

規
制
の
刻
家
な
ど
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

七
九

愛
宕
町

川
辺
町

院

内

東
前
山

L
V刊
、

門

Hμ

ぷ

軍

エ

↑

下
之
郷

五

加

半

過
小

牧

八八八八八四七七五
00四六八六 二 九二

八六一八七三
三 0 一四二九

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

〈
規
制
の
対
象
〉

旅
館
業
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
ホ

テ
ル
営
業
」
「
旅
館
営
業
」
「
簡
易
宿
泊
営

業
」
を
行
う
建
物
を
新
築
す
る
場
合
、

規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
建
築
す
る
と
き
は
・
・
-
〉

こ
れ
ら
の
建
物
を
新
築
す
る
場
合
は
、

農
地
転
用
申
請
ま
た
は
建
築
確
認
申
請

を
行
う
砂
六
十
目
前
H

ま
で
に
「
旅
館

連
築
同
窓
申
請
書
」
を
市
長
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
市
長
は
「
上
回
市
旅
館

八
0 

七
三
八

O
八六八五
四八三九

七七七七三
五七六三九

七
一
六
五
八
三

八
九
五
六
二
O

六七七 四
六三 九 O

ー
五

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ

ふ

れ

る

ま

ち

に

し

ま

す
。

一

、

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て

る

ま

ち

に

し

ま

す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ

た

た

か

い

心

が

ふ

れ

あ

う

ま

ち

に

し

ま

す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

平

和

と

自

由

を

求

め

、

広

く

世

界

に

目

を

向

け

た

明

る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

建
築
審
査
会
」
に
諮
り
、
同
意
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
(
宮
⑫
4

1
0
0
内
線

3
0
3
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
モ
ー
テ
ル
営
業
は
、
「
風
俗
営
業
等

取
締
法
」
に
基
づ
く
長
野
県
の
「
風
俗

営
業
等
取
締
法
施
行
条
例
」
第
三
十
六

条
に
よ
り
、
上
田
市
内
で
は
営
業
で
き

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
に
「
モ
ー

テ
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
る
建
物
は
、
そ

の
構
造
を
法
す
れ
す
れ
に
建
築
し
て
い

る
の
が
実
態
で
す
。
市
で
制
定
し
た
「
上

田
市
旅
館
業
を
目
的
と
し
た
建
築
の
規

制
に
関
す
る
条
例
」
は
、
こ
の
よ
う
な

μ

モ
ー
テ
ル
煩
似
施
設
H

の
建
築
を
市
独

自
で
規
制
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
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